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従来の触覚提示用振動デバイスには1軸のみに駆動する振動モータが用いられている。

しかし，あらゆる方向に対して触覚提示可能な高度な触覚デバイスを実現するためには，3次元触覚

提示機能が必要となる一方，多数のモータの組み合わせによって大型化と重量の増加が課題となる。

そこで，事業者は1台で3次元振動が可能な「3次元振動モータ」を提案した。

本テーマでは，この新モータを活用した新しい小型3次元触覚デバイスの事業化をめざす。

・ 3次元振動モータによる触覚提示性能の向上

・ メタバース活用をイメージしたデモンストレーションシステムの構築

・ 市場・競合調査

・ 携帯可能な小型3次元触覚提示デバイスのビジネスモデル作成

1軸のみに駆動する振動モータを用いた触覚デバイスは既に市販されており，XR・メタバース分野にお

いて市場が成長している。本事業はこれを3次元に高度化するものであり，携帯性の高い3次元触覚デ

バイスの需要は大きいと予想される。

今後は3次元振動モータのプロトタイプの改良設計を行い，動作精度を向上するとともに，ソフトウェア

開発を進め事業化をめざす。
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